玉名市男女共同参画計画（平成２０年度～平成２４年度）

初年度（平成２０年度）実施状況報告
この報告には、玉名市男女共同参画計画に関する施策の中から、主な事業を抜粋して掲載しております。
基本的課題Ⅰ　･･･　男女共同参画の意識づくり
	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	男女の人権の尊重
	人権意識を高めるための教育や啓発の推進


	・ 玉名市人権教育研究大会を開催。

教職員・保護者・地域住民、約５００名が

参加されました。
・ 指導力の向上と差別のない学級集団

づくりを目的に、７小学校で人権問題を

扱った公開授業を実施。保護者、保育所、

幼稚園、高校から約４００名が参加されました。


	教育総務課

社会教育課

	
	児童などに対する虐待防止に向けた取り組みの推進
	「玉名市要保護児童対策及びＤＶ防止等

　地域協議会代表者会議」開催。
　児童相談、女性相談の現状、児童虐待、

　ＤＶについて情報の共有と現況を認識

　しました。
	子育て支援課

	男女共同参画の視点に立った教育・
保育・学習の推進
	子どもの発達段階に応じた男女平等教育の推進
	就学前の子ども、児童、生徒に、人権に関するポスターや標語を募集。応募作品を人権教育研究大会会場や保育所、学校で展示しました。

	社会教育課

	男女共同参画啓発活動の充実
	講演会や講座などの開催
	・  女性を対象に健康講座（５回）

・  男性を対象に料理教室（３回）
· 男女共同参画社会づくりの重要性と意
義を伝えることを目的として「男女共同
参画フォーラム」
・　DV講演会

等の講演会、講座を開催しました。
	人権啓発課


基本的課題Ⅱ　･･･　男女共同参画の環境づくり

	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	安心して働くことができる環境づくり
	農林水産業、商工業など自営業における男女のパートナーシップの推進

	地区座談会に出席し、認定農業者や家族経営協定の役割、必要性を説明しました。
（Ｈ２０．１２月末の家族経営協定締結戸数は５４５戸）
＊「家族経営協定」＝家族経営の運営ルールの確立と共同参画を通じて、経営の充実・強化を図るため、休日・経営の方針や労働報酬、経営や生活面の役割分担、経営委譲などについて、家族間で話し合い、その合意内容を文書にすること。

	農林水産課

	
	仕事と子育て・介護が両立できる環境づくり
	学童保育と連携し、放課後子ども教室を市内３箇所で実施したところ、延べ５６名の児童が参加。仕事と子育てを両立するための環境づくりを行いました。


	社会教育課

	
	
	母子手帳交付時にパパ手帳を交付。

学級を通して、子育てへのイメージ・父親

としての意識を持って子育てに協力する

意識づけを行いました。
	健康保険課

	
	再就職支援講座の実施
	・　日商簿記３級講座

· 講座回数　２１回

· 受講者数　２１名（男性　８名）

　　　　　　　　　　　　　（女性　１３名）

・　パソコン財務会計講座

· 講座回数　２３回

· 受講者数　２３名（男性　４名）

　　　　　　　　　　　　　（女性　１９名）

＊資格試験受験者　１５名

（うち　合格者）　１４名
	高齢介護課
（高齢者等就業支援センター）

	あらゆる分野における男女共同参画の推進
	地域社会での男女のパートナーシップ
	玉名２１の星事業（校区ごとの地域づくり事業）・・・活動には女性の自主的参加がありました。
	企画課

	
	国際交流活動の推進と情報提供
	玉名国際交流協会実施の英会話サロンに多くの女性受講者が参加されました。
	企画課

	
	国際理解のための学習機会などの充実
	熊本県内小学校の英語活動など国際理解活動推進事業における研究発表会を開催しました（参加者１６１名）。
	教育総務課


基本的課題Ⅲ　･･･　男女がともに自立し、豊かで安心して暮らせる社会づくり

	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	生涯を通じた健康づくりの支援
	各種健診事業などの充実と受診率向上


	・　妊婦健診を５回開催

・　子宮がん検診＝受診者１，５８４人

・　乳がん健診＝受診者１，５５２人


	健康保険課

	
	食育・健康教育・相談事業の充実


	・集団健康教育の開催

「ヘルスアップ教室」

「食生活改善推進員の育成」

「食育推進の地域活動に対する支援」

「保育園児、小中学生への食育」


	健康保険課

	子育て支援、高齢者などの自立に対する支援
	子育て支援体制の充実

	・　地域子育て支援センター
就学前の子どもと保護者の交流の場。子育て情報や保育士の専門的支援を提供しました。
・　つどいのひろば
子どもたちの遊び場を提供することで、子どもたちと保護者同士の交流につなげました。

	子育て支援課

	
	「自分らしく」過ごせる生活及び健康支援


	・　高齢者元気づくりネットワーク事業

「たまな元気会」の開催

九州看護福祉大学との協定事業で「高齢になりどこに住んでもいきいきと暮らすことができるような地域」づくりを目指しました。

・　障がい者相談支援事業

障がいをもつ方、その家族が抱える悩み、困りごとについての相談に対して、情報の提供や助言、福祉サービス等の利用支援を行いました。


	高齢介護課

福祉課

	
	高齢者などの社会参画及び就業支援
	・　障害者就業・生活支援センター開設

就業、日常生活での支援を必要とする障がいがある方に対しての支援事業。

①求職活動、職場定着など就業に関する相談助言

②職場実習の斡旋、関係機関との連絡調整③生活習慣、健康管理、金銭管理などの日常生活の自己管理に関する助言

［登録者数　１１４名］
	福祉課


　（注）「障がい」の表記について
　本市では、障がい者の基本的人権を尊重し、心のバリアフリーを推進する観点から、原則「障がい」
と表記していますが、法令･条例や制度などの名称、施設･法人、団体等の固有名詞が「障害」となっ

っている場合は、そのまま「障害」と表記しています。

基本的課題Ⅳ　･･･　男女共同参画に関する推進体制の整備
	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	男女共同参画推進

体制の充実
	総合的な推進体制の整備
	玉名市男女共同参画審議会の開催

・　４月、８月、２月　（計　３回）
男女共同参画社会の促進に関する施策、事業

を調査審議しました。


	人権啓発課

	
	庁内の推進体制の充実
	玉名市男女共同参画社会行政推進委員会の

開催

・　５月、２月　（計　２回）
庁内各課の事業計画の進行管理を行いました。また、各審議会、委員会の女性委員の登用状況を審議しました。
	人権啓発課

	
	総合的な相談体制の整備
	玉名クレサラ救済相談室の司法書士による多重債務相談を実施しました。

（月２回：第1･3水曜日）

Ｈ２０．４月～Ｈ２１．１月までの間に、２７件の相談がありました。相談後に債務整理に繋がった人もありました。

	商工観光課

	
	
	高齢介護課と地域包括支援センターとの打ち合わせ会議を月1回開催し、相談窓口の周知

を図りました。

また、随時、地域ケア会議を開催し、問題ケースの解決に取り組みました。
	高齢介護課


